
　今年度の一般会計当初予算額は５２億７,０００万円で、前年度当初予算に比べて２,２００万円(０.４％)の増加となりました。
　公会堂の耐震化事業に伴う県支出金や、法人の増益による町税などについて前年度より増額を見込んだものの、役場庁舎耐震事業の完了に
伴い町債が大きく減額したため、不足する財源は基金から繰り入れるなどして予算を組んでいます。

● 一　般　会　計　　　５２億７,０００万円 ●

対前年比
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１億３,４７６万２千円後期高齢者医療会計

奨学金貸与事業会計 ３０７万５千円

６６７万円住宅新築資金等貸付事業会計

国民健康保険会計

【一般会計】

予　　算　　額会　　　　計　　　　名

１４億７,２４８万円

４億２,９００万３千円公共下水道事業会計

介護保険会計(介護サービス事業)

１２億５,３９３万６千円

１,０８７万円

介護保険会計(保険事業)

町税
14億3,304万円

27.3％

町税
14億8,735万円

28.2％

繰入金
6億4,617万4千円

12.3％

その他【自主財源】
5億1,217万9千円

9.7％

地方交付税
12億6,000万円

23.9％

国・県支出金
8億2,862万4千円

15.7％

町債 3億110万円
5.7％

その他【依存財源】
2億3,457万3千円

4.5％

町民一人あたりの
税負担は

10万5,839円

町税内訳

●固定資産税
　…６億６,６６８万９千円
●町民税
　…６億５,９３０万７千円
●町たばこ税
　………１億２,６００万円
●軽自動車税
　………３,５３５万４千円

その他【依存財源】内訳

●地方消費税交付金
　…１億２,０５６万７千円
●地方譲与税
　………  ８,０３３万７千円
●自動車取得税交付金
　………  １,６０６万２千円
●利子割交付金
　………… ４２６万５千円
●配当割交付金
　………… ５４６万１千円
●株式等譲渡所得割交付金
　………… ３５８万１千円
●地方特例交付金
　………………２００万円
●交通安全対策特別交付金
　………………２３０万円

その他【自主財源】内訳

●使用料及び手数料
　…１億７,９９３万４千円
●分担金及び負担金
　…１億４,３５１万２千円
●繰越金
　………１億５,０００万円
●諸収入
　………２,９５０万４千円
●財産収入
　……… ９２２万６千円
●寄附金………… ３千円

人件費
11億1,842万2千円

21.2％

公債費
6億1,922万2千円

11.8％

扶助費
7億1,345万6千円

13.5％

普通建設･災害復旧事業費
4億2,523万7千円

8.1％

補助費等
9億1,155万7千円

17.3％

物件費
7億7,492万7千円

14.7％

維持補修費･積立金･
繰出金･予備費

7億 717万9千円
13.4％

町民一人あたりに
使われるお金は
37万5,009円

平成25年3月1日現在の
人口　14,053人

自主財源
50.2%

依存財源
49.8%

義務的経費
46.5%

投資的経費
8.1%

その他経費
45.4%

特 別 会 計 当 初 予 算

議員・委員の報酬や
　　　　　　　　職員等の給与・共済費など

過去に借り入れた借入金の返済金

医療費の助成など国の法律(社会保障制度)に
基づき支給される費用

道路や橋、学校、庁舎など施設基盤の整備に
要する費用

各種団体に対する助成金や
　　　　　　　一部事務組合への負担金など

人件費や扶助費、維持補修費などを除く、
消費的（支出の効果が単年度または極めて
短期間で終わるもの）な費用の総称。
賃金、旅費、需用費、役務費、委託料、使用料
及び賃借料などが含まれる。

維持補修費・・・施設等の軽微な修繕費用
積立金・・・各種基金への積立費用
繰出金・・・特別会計への繰出費用
予備費・・・緊急時の支出に充てる費用
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(単位：百万円)

総務費
5億6,539万4千円

10.7%

民生費
15億1,862万9千円

28.8%

衛生費
5億5,672万3千円

10.6%

農林水産業費
9,566万8千円

1.8%

土木費
3億3,821万9千円

6.4%

消防費
2億4,953万5千円

4.7%

教育費
4億9,056万2千円

9.3%

公債費
6億1,922万2千円

11.7%

その他
8億3,604万8千円

15.9%

歳出総額

５２億７,０００万円

地域振興や
　庁舎の管理運営のため

福祉の充実のため

ごみ処理等の環境衛生、
予防接種等の保健衛生のため

農林水産業の振興のため道路整備、町営住宅運営のため

板野西部消防署、町消防
団等の防災対策のため

教育や文化振興のため

町の借金返済のため

10 年 間 の 予算 推移

○公会堂耐震改修等事業･････････････１億５,６００万円
　　築後３０年を超える東・南公会堂は耐震性に乏しく、大規模な
　地震等の災害発生時の指定避難施設でもある建物であり、南海・
　東南海地震などに備え施設の耐震改修を行います。

○西中富自転車・歩道橋整備事業･････１億１,５７０万円
　　旧吉野川に架かる西中富橋は通学路であるが、幅が狭く危険な
　状態であり、児童生徒の安全を確保するため、西中富橋に隣接し、
　自転車・歩行者専用橋を整備します。

○東児童館増築事業･････････････････････１,６３０万円
　　東児童館の利用者増加により従来施設が手狭になったため、利
　用者の利便を図り児童の心身の健全な育成に寄与することを目的
　として施設の増築を行います。

○市町村連携コンサート事業････････････････９５５万円
　　プロのオーケストラと地元小中学校の合唱部や地域の合唱団、
　合奏団等が共演しコンサートを創り上げることで、地域の芸術や
　文化活動の活性化を図り、地域活性化に繋げる事業です。

○給食費半額補助事業･･･････････････････３,０３６万円
　　子育て支援策の一環として、幼稚園、小中学校の給食費自己負
　担額のうち半額を町費により補助します。

町民の皆さんに納めていただいたお金

町の貯金にあたる基金などから
　　　　　　　　　　　　　　　繰り入れるお金

一定の行政サービスを提供するため、
財源不足が生じる自治体に対し使途を
定めず交付される自治体固有のお金

国・県が使い道を指定して交付するお金

公共施設の整備費用を、その施設を将来利
用する世代にも公平に負担していただくた
めに、町が借り入れるお金

議会費、商工費、
災害復旧費、諸支出金など

歳　入（入ってくるお金）
歳　出（出ていくお金）

【性質別】

歳　出（出ていくお金）
【目的別】


